
ロ
ー
マ
巡
礼
の

お
み
や
げ

ロ
ー
マ
巡
礼
の

お
み
や
げ

　

貴
島
神
父
様
よ
り
奄
美
の
青

年
の
ロ
ー
マ
巡
礼
へ
の
お
礼
の

メ
ダ
イ
を
、
迫
田
菜
々
海
さ
ん

が
あ
ず
か
り
配
ら
れ
ま
し
た
。 4/19㈰

　

ミ
サ
後
の
お
祝
の
席

に
て
森 

加
奈
子
さ
ん

と
竹
下 

杏
菜
さ
ん
が

歌
と
サ
ッ
ク
ス
で
中
島

み
ゆ
き
の
『
糸
』
を
披

露
。
そ
れ
に
応
え
て
、

神
父
様
が
ビ
ギ
ン
の

『
島
人
ぬ
宝
』
を
熱
唱
。

皆
で
神
父
さ
ま
の
歌
に

合
わ
せ
て
、
手
拍
子
や
、

「
エ
イ
ヤ
ー
サ
サ
ッ
」

と
合
い(

愛)

の
手
を
い

れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
古
木
家
の
子
ど
も

た
ち
も
、
『
大
切
な
も

の
』
を
披
露
。
き
れ
い

な
歌
声
に
感
動
し
ま
し

た
。
嶽
崎
さ
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
ク
イ
ズ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ALLELUIA祝祝
復
活
祭
を
祝
う

復
活
祭
を
祝
う

画像提供：藤山喜和義さん
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２
０
２
６
年
度

２
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年
度

２
０
２
６
年
度

　

司
会
進
行
を
園
田
副
総
代
（
新
総
代
）
、
議
長
を

石
堂
昭
彦
さ
ん
が
務
め
、
前
年
度
活
動
お
よ
び
会
計

報
告
・
今
年
度
活
動
計
画
お
よ
び
予
算
・
新
役
員
及

び
正
副
班
長
、
各
委
員
紹
介
・
質
疑
応
答
を
滞
り
な

く
進
め
て
正
午
前
に
閉
会
。
主
な
議
題
と
し
て
は
教

区
財
政
支
援
金
へ
の
協
力
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
任
司
祭
挨
拶

　

教
区
財
政
支
援
金
の

依
頼
と
説
明
と
、
鹿
児

島
教
区
知
牧
区
昇
格
１

０
０
周
年
記
念
１
９
２

７
年
３
／
18
に
長
崎
教

区
か
ら
知
牧
区
と
な
り
、

２
０
２
７
年
に
１
０
０

年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
お
祝
い
を
２
０
２
７

年
２
／
23
天
皇
誕
生
日

に
決
め
、
バ
チ
カ
ン
大

使
を
は
じ
め
関
わ
り
の

あ
っ
た
各
修
道
会
管
区

長
、
海
外
に
赴
任
さ
れ

て
い
る
修
道
者
の
方
々

を
招
待
し
、
入
祭
の
歌

を
鹿
児
島
市
内
の
幼
稚

園
児
に
お
願
い
し
、
記

念
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
小
教
区
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

会
計
報
告

経
済
問
題
評
議
員　

　

神
父
様
の
『
教
区
財

政
支
援
金
』
の
説
明
を

補
足
す
る
よ
う
に
、
藤

山
信
徒
総
代
と
経
済
問

題
評
議
員
の
森
章
子
さ

ん
か
ら
も
小
教
区
の
財

政
と
合
わ
せ
て
毎
月
１

０
０
０
円
の
目
安
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
玉
里
教

会
の
聖
堂
と
司
祭
館
老

朽
化
の
課
題
は
、
聖
堂

の
エ
ア
コ
ン
修
理
費
を

特
定
預
金
を
取
崩
し
て

購
入
す
る
事
と
の
報
告

で
し
た
。

教
区
財
政
支
援
金
の
イ
メ
ー
ジ

＝

主
任
司
祭
の
給
与
負
担
を
小
教
区
で
！

教
区
財
政
支
援
金
へ
の

協
力
を
要
請

教
区
財
政
支
援
金
へ
の

協
力
を
要
請

教
区
財
政
支
援
金
へ
の

協
力
を
要
請

挨拶をする園田健太信徒総代（左）
議長を務めた石堂昭彦書記（右）
副総代には・崎山明氏が就任
会計監査を藤山喜和義さんと古木清貴
さんが引き受けました。

信
徒
総
会

信
徒
総
会

役 員 改 選 ・ 新 三 役 スタート役 員 改 選 ・ 新 三 役 スタート

　

年
間
の
教
区
目
標
と
し
て
掲
げ
た
こ

と
ば
が
「
福
音
宣
教
す
る
教
会
づ
く

り
」
で
す
。
こ
の
こ
と
ば
を
念
頭
に
２

０
２
７
年
「
鹿
児
島
教
区
知
牧
区
昇
格

１
０
０
周
年
記
念
」
を
準
備
、
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
玉
里

小
教
区
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
す
べ
て
は
主

と
と
も
に
全
員
参
加
の
共
同
体
へ
」
を

思
い
出
す
こ
と
が
教
区
目
標
に
も
つ
な

が
っ
て
き
ま
す
。

　

み
こ
と
ば
を
通
し
て
示
さ
れ
る
神
の

働
き
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
（
＝
共

同
体
を
形
つ
く
る
も
の
）
へ
の
歩
み
寄

り
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歩
み
寄
り

に
応
え
（
＝
聖
霊
の
働
き
と
と
も
に
）
、

生
き
る
こ
と
こ
そ
が
福
音
宣
教
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
み
こ
と
ば
を
聞
き
、
生

き
る
教
会
共
同
体
の
一
人
ひ
と
り
と
し

て
、
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
私
た
ち
も
歩

み
寄
り
（
＝
一
人
ひ
と
り
の
か
た
ち
）
、

応
え
る
人
た
ち
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
１
０
０
年
前
に
教
区
が
ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
宣
教
地
域
鹿
児
島

に
お
い
て
、
同
じ
洗
礼
の
恵
み
を
生
き

抜
い
た
先
輩
た
ち
の
思
い
を
今
を
生
き

る
も
の
と
し
て
、
当
時
の
人
た
ち
の
思

い
を
少
し
で
も
感
じ
な
が
ら
大
切
な
と

き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

玉
里
教
会
主
任
司
祭

泉　

浩
二 

神
父

福
音
宣
教
す
る
教
会
づ
く
り
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日 曜日 ミサ 典礼暦 小教区の予定 当番 班会

1 金 ■ 10:30 ロザリオ会

2 土 〇 聖アタナシオ司教教会博士（記） ③④ ③④

3 日 ☆ 復活節第5主日
【憲法記念日】

③④ ①②⑤⑦

4 月 × 【みどりの日】

5 火 × さいたま教区司教座教会献堂記念日
【こどもの日】

6 水 ×

7 木 ○

8 金 ■ 10:30 ロザリオ会

9 土 ○ ⑥⑦

10 日 ☆ 復活節第6主日 世界広報の日 母の日　　教会学校 ⑥⑦ ⑥

11 月 ○

12 火 ○

13 水 ○

14 木 ○ 聖マチア使徒（祝）

15 金 ■ 10:30 ロザリオ会

16 土 ○ ①②⑤

17 日 ☆ 主の昇天（祭） 司牧評議会 ①②⑤

18 月 ○

19 火 ○

20 水 ○ 14:00~16;00 てての会 手芸部

21 木 ○

22 金 ■ 10:30 ロザリオ会

23 土 ○ ③④

24 日 ☆ 	聖霊降臨の主日（祭） 教会学校 ③④

25 月 ○ 教会の母聖マリア（記）

26 火 ○ 聖フィリポ・ネリ司祭（記）

27 水 ○ 14:00~16;00 てての会 手芸部

28 木 ○

29 金 ■ 10:30　ロザリオ会（茶話会）

30 土 ○ ⑥⑦

31 日 ☆ 三位一体の主日（祭） フリマ　　小教区報発行 ⑥⑦

1 月 ○

2 火 ○

　　　　班長

①・②　添田 義盛
③・④　相原 明美
  ⑤  　藤山 喜和義
  ⑥　　迫田 眞理子
  ⑦　  崎山 弥生

※敬称略

5月の予定（2026年）

【　凡例　】 《ミサ》 ☆＝9：00 　★=10：00　○＝6：30 　■＝18：30　△＝19：00　▲＝20：00    ×＝なし

　　　　　 役員

信徒総代　 園田 健太
副 総 代 　崎山 明
書　　記 　石堂 昭彦

　　　　教会　TEL 226-3821　　FAX 226-4052

予定表の変更は発行日（毎月末日曜）の３日前までに広報委員へご連絡ください


